
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電気錠に併設されたシリンダ錠に内蔵されたスイッチを備え、施、解錠時内筒に駆動され
て錠前操作信号を発生させる第一信号発生器と、扉の内側に装着されたサムターンに内蔵
されたスイッチを備え、サムターンによる施錠時サムターン施錠信号を、サムターンによ
る解錠時サムターン解錠信号をそれぞれ発生させる第二信号発生器と、錠前操作信号、サ
ムターン施錠信号及びサムターン解錠信号を受信し、錠前操作信号発生時サムターン施錠
信号を受信したとき外出確認信号を出力してこれを保持すると共に、この外出確認信号を
施錠信号として電気錠の電磁アクチュエータに供給し、一方、錠前操作信号発生時サムタ
ーン解錠信号を受信したとき在室信号を出力してこれを保持する判別器とを有することを
特徴とする電気錠用外出確認信号発生装置。
【請求項２】
電気錠に併設されたシリンダ錠に内蔵されたスイッチを備え、施、解錠時内筒に駆動され
て錠前操作信号を発生させる第一信号発生器と、扉の内側に装着されたサムターンに内蔵
されたスイッチを備え、サムターンによる施錠時サムターン施錠信号を、サムターンによ
る解錠時サムターン解錠信号をそれぞれ発生させる第二信号発生器と、錠前操作信号、サ
ムターン施錠信号及びサムターン解錠信号を受信し、錠前操作信号発生時サムターン施錠
信号を受信したとき外出確認信号を出力してこれを保持すると共に、この外出確認信号を
施錠信号として電気錠の電磁アクチュエータに供給し、一方、錠前操作信号発生時サムタ
ーン解錠信号を受信したとき在室信号を出力してこれを保持すると共に、この在室信号を
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解錠信号として電気錠の電磁アクチュエータに供給する判別器とを有することを特徴とす
る電気錠用外出確認信号発生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、電気錠用外出確認信号発生装置（以下単に外出確認信号発生装置という）に
係り、特に、簡単な構成で、電気錠を備えた部屋の外出及び在室の確認をすることができ
ると共に、不完全な施錠を皆無とすることができる安全性の高い外出確認信号発生装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
単身者寮や高齢者集合住宅等において、電話の取次や室内での事故発生時の処理を容易に
する為、管理人室等に各室の在室及び外出をランプ等で表示できるようにした、所謂外出
確認信号発生装置があると便利である。
【０００３】
そこで、本発明者は先に、特願平３－２７６８６４号を以て、新規な外出確認信号錠を提
案した。
【０００４】
この外出確認信号錠は、機械的なシリンダ錠内に第一信号発生器を組込んで、施、解錠時
この第一信号発生器から錠前操作信号を取り出し、一方、室内側のサムターンに第二信号
発生器を組込んで、サムターンによる施錠時サムターン施錠信号を、サムターンによる解
錠時サムターン解錠信号をそれぞれ取り出し、これら錠前操作信号、サムターン施錠信号
及びサムターン解錠信号を判別器に供給して、在室及び外出の判断をするものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記した外出確認信号錠は、機械的なシリンダ錠を装備した部屋のみならず、電気錠を備
えた部屋にも適用し得る。
【０００６】
しかして、電気錠は、停電等の非常時に備えて機械的なシリンダ錠も併設しており、通常
はこのシリンダ錠を合鍵によって施解錠して入、退室する。尚、ここで合鍵とは、所謂ス
ペアーキー（予備の鍵）ではなく、当該シリンダ錠を解錠できるような正規の鍵溝形状を
有する鍵を言うものとする。
【０００７】
ところが、電気錠に併設されているシリンダ錠が、合鍵を施錠方向に一定角度回し、反対
方向に同じ角度だけ戻して引き抜く操作型式の場合、施錠時合鍵を施錠方向に一杯に回さ
ず、中途で戻して引き抜いてその儘外出することがある。
【０００８】
この場合、電気錠の錠止機構は完全に施錠になっていないのに、第一信号発生器が作動し
て外出確認信号が発生する可能性がある。
【０００９】
このとき、管理人は安心して施錠の確認をしないが、実は悪意の第三者が室内に進入可能
な状態となる。かかる事態は実際には殆ど在り得ないが、理論的な可能性を完全に払拭す
ることはできない。
【００１０】
そこで、この発明は、合鍵によって不完全な施錠操作をしても、電気錠の電磁アクチュエ
ータがその施錠操作を補完するようにした外出確認信号発生装置を提供し、以て上記した
微細な理論上の不都合を解消することを目的としている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、電気錠に併設されたシリンダ錠に
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内蔵されたスイッチを備え、施、解錠時内筒に駆動されて錠前操作信号を発生させる第一
信号発生器と、扉の内側に装着されたサムターンに内蔵されたスイッチを備え、サムター
ンによる施錠時サムターン施錠信号を、サムターンによる解錠時サムターン解錠信号をそ
れぞれ発生させる第二信号発生器と、錠前操作信号、サムターン施錠信号及びサムターン
解錠信号を受信し、錠前操作信号発生時サムターン施錠信号を受信したとき外出確認信号
を出力してこれを保持すると共に、この外出確認信号を施錠信号として電気錠の電磁アク
チュエータに供給し、一方、錠前操作信号発生時サムターン解錠信号を受信したとき在室
信号を出力してこれを保持する判別器とを有することを特徴とする。
【００１２】
また、請求項２に記載の発明は、電気錠に併設されたシリンダ錠に内蔵されたスイッチを
備え、施、解錠時内筒に駆動されて錠前操作信号を発生させる第一信号発生器と、扉の内
側に装着されたサムターンに内蔵されたスイッチを備え、サムターンによる施錠時サムタ
ーン施錠信号を、サムターンによる解錠時サムターン解錠信号をそれぞれ発生させる第二
信号発生器と、錠前操作信号、サムターン施錠信号及びサムターン解錠信号を受信し、錠
前操作信号発生時サムターン施錠信号を受信したとき外出確認信号を出力してこれを保持
すると共に、この外出確認信号を施錠信号として電気錠の電磁アクチュエータに供給し、
一方、錠前操作信号発生時サムターン解錠信号を受信したとき在室信号を出力してこれを
保持すると共に、この在室信号を解錠信号として電気錠の電磁アクチュエータに供給する
判別器とを有することを特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照してこの発明の実施例を説明する。
尚、説明の都合上、この発明による外出確認信号発生装置が適用される電気錠の一例につ
いて先ず簡単に説明する。
【００１４】
図１において符号１は電気錠の錠箱を示し、この錠箱１内にはラッチボルトを兼ねるデッ
ドボルト２が錠箱のフロント板３に垂直な前後方向（図１で左右方向）に移動可能に案内
されると共に、その軸部に巻装された圧縮コイルばねとしての付勢ばね４の弾力により、
フロント板３から前方（図１で左方）に突出する方向に付勢されている。
【００１５】
錠箱１内における上記デッドボルト２の上方にはほぼ直線状のロッキングレバー５が配設
されており、このロッキングレバー５は、そのほぼ中央部を揺動可能に軸支されると共に
、時計方向に付勢されている。
【００１６】
そして、このロッキングレバー５が図１において実線で示すようにほぼ水平な角度位置に
ある場合、その前端はデッドボルト２の頭部の移動軌跡外に退避しており、デッドボルト
２は錠箱内に引込むことが可能である。
【００１７】
換言すれば、この電気錠は解錠状態にある。ちなみに、図１において符号６はハンドル等
の外部操作部材に連結されたリトラクタを示し、ハンドルを回してこのリトラクタ６を時
計方向に回動させると、その自由端がデッドボルト２の後端を後方に押動するので、デッ
ドボルト２は錠箱１内に引込む。
【００１８】
一方、図１に鎖線で示すようにロッキングレバー５が反時計方向に回動し、その先端がデ
ッドボルトの頭部と軸部との間に形成された段部に入り込むと、ハンドルを回してデッド
ボルト２を引込ませようとしても、その頭部がロッキングレバー５の先端に引っ掛かり、
それ以上錠箱内方に移動することができない。
【００１９】
この状態がこの電気錠の施錠状態であり、この電気錠はロッキングレバー５の回動を制御
することにより施解錠の操作を行う。
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【００２０】
しかして、ロッキングレバー５の後方には全体の形状が略Ｖ字形の制御レバー７がその中
央部を回動自在に軸支されて配設されている。
【００２１】
上記制御レバー７の一端は、ロッキングレバー５の後端に植設された係合ピン５ａに下方
から係合している。
【００２２】
また、制御レバー７の他端は、図示しないシリンダ錠の内筒によって制御されるデッドカ
ム８に、Ｕ字溝及びピンの係合を介してリンク結合されている。
【００２３】
更にまた、制御レバー７の他端部は、長孔とピンの係合、及び連結板９を介して、双安定
ラッチングソレノイド１１のプランジャに連結されている。
【００２４】
ちなみに、双安定ラッチングソレノイド１１は、図示しない電気錠の制御部から解錠信号
を受信すると、そのプランジャが図１に示すように前方に突出し、その突出位置を内蔵さ
れた永久磁石により準安定的に保持する。
【００２５】
ここで、準安定的に保持するとは、永久磁石の吸引力より大きな力でプランジャを永久磁
石から引き離す方向に引っ張ると、当該永久磁石から引き離すことができる、という意味
である。
【００２６】
ラッチングソレノイド１１のプランジャが前方に突出すると、これに結合された連結板９
に駆動されて制御レバー７が反時計方向に回動する結果、時計方向に回動するように付勢
されたロッキングレバー５の係合ピン５ａが制御レバー７の一端に追従して、図１に実線
で示すように、ロッキングレバー５が解錠角度位置を占めるに至る。
【００２７】
一方、電気錠の制御部から施錠信号がラッチングソレノイド１１に供給されると、プラン
ジャが図１に示す位置から右方、即ち後方に突出する。
【００２８】
すると、連結板９に押動されて制御レバー７が時計方向に回動し、その一端がロッキング
レバー５の付勢力に抗してその後端の係合ピン５ａを押上げる。
【００２９】
その結果、ロッキングレバー５が反時計方向に回動して、その前端がデッドボルト２の頭
部の後方の段部に入り込み、前記したようにこの電気錠は施錠状態となる。
【００３０】
以上述べた施解錠操作は電磁アクチュエータとしての双安定ソレノイド１１によるもので
あるが、前記したように制御レバー７はデッドカム８にも連結されているので、この電気
錠を合鍵によっても施解錠することが可能である。
【００３１】
即ち、図１に示すように解錠状態にある電気錠を図示しないシリンダ錠の合鍵により施錠
するには、デッドカム８の中央に開口したクラッチ孔に係合したシリンダ錠の内筒と一体
のテールピース１２を図１で反時計方向に例えば４５度回動させる。
【００３２】
すると、デッドカム８もテールピース１２と一体的に反時計方向に回動する結果、デッド
カム８にリンク結合された制御レバー７は時計方向に回動し、ロッキングレバー５の係合
ピン５ａを押上げてこの電気錠を施錠状態にする。
【００３３】
このとき、制御レバー７は連結板９を介して双安定ラッチングソレノイド１１のプランジ
ャにも連結されているから、上記制御レバー７の施錠方向の回動によりプランジャも後方
に引出され、その後方への突出位置が内蔵された永久磁石の吸引力により準安定的に保持
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される。
【００３４】
換言すれば、図１において鎖線で示す示すこの錠前の解錠状態は、デッドカム８とその案
内部材との摩擦トルクによる係止の他、双安定ラッチングソレノイド１１に内蔵された永
久磁石の吸引力によっても保持される。
【００３５】
合鍵による施錠操作後、この錠前の操作型式に従い、図示しない合鍵を施錠方向とは反対
方向に例えば４５度回し戻す。
【００３６】
すると、テールピース１２は、デッドカム８及びこれと一体的に連結された制御レバー７
、ロッキングレバー５を施錠角度位置に残し、双安定ラッチングソレノイド１１のプラン
ジャを後方（図１で右方）に突出した状態に保ったまま図１で時計方向に回動する。
【００３７】
そして、シリンダ錠の内筒が合鍵挿入角度位置に戻った状態では合鍵を抜くことができ、
合鍵を抜いてから外出する。
【００３８】
施錠された電気錠を合鍵で解錠するには、上記したとは反対に、合鍵によりシリンダ錠の
内筒を施錠方向とは反対方向の解錠方向に４５度回し、次いで施錠方向に４５度回し戻す
。
【００３９】
すると、デッドカム８、制御レバー７及びロッキングレバー５等の諸構成部材が前記した
施錠方向とは反対方向に移動し、或いは回動し、図１に示す解錠状態に切り替わる。
【００４０】
尚、図１において、符号１３は、錠前の施解錠状態を電気信号に変換し、これを図示しな
い電気錠の制御回路に供給するマイクロスイッチを示し、このマイクロスイッチ１３はデ
ッドカム８に形成されたスイッチアーム８ａにより切り替えられる。
【００４１】
上記のように構成された電気錠には、後述する第一信号発生器を構成するスイッチを内蔵
した機械的なシリンダ錠が、扉の外面においてデッドカム８と同軸に装着されている。
【００４２】
図２乃至図４において符号１４はシリンダ錠の全体を示し、このシリンダ錠１４は外筒１
５と、この外筒１５の内側に回動可能に嵌合した内筒１６とを有しており、かかる構成は
従来周知のシリンダ錠と変るところはないから、更に詳細な説明は省略する。なお、図４
においては、図面を簡略にするため、内筒３のタンブラー群を省略して示す。
【００４３】
上記外筒１５の外面の一部は肉を盗まれて平面部１５ａが形成されており、この平面部１
５ａに第一リードスイッチ１７が例えばビス止めにより固定されている。
【００４４】
一方、図４に示すように、内筒１６の外面には一対の第一永久磁石１８，１８が装着され
ている。これらの第一永久磁石１８，１８は、勿論、施、解錠時内筒１６と一体に回動す
る。
【００４５】
上記第一永久磁石１８，１８は、図４及び図５に示すように、外筒１５に固定された第一
リードスイッチ１７に対し、内筒１６が図５の中央に示すように合鍵の抜き差しが可能な
鍵挿入角度位置にあるとき、第一永久磁石１８，１８が第一リードスイッチ１７に近接し
てこれを駆動できるような位置関係で装着されている。図示の実施例においては、第一永
久磁石が第一リードスイッチ１７に近接すると第一リードスイッチ１７が閉成されるもの
とする。
【００４６】
なお、第一リードスイッチ１７を駆動するために一対の永久磁石を用いることにしたのは
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本発明の必須の構成要件ではなく、単にリードスイッチの駆動を確実にするために過ぎな
い。
【００４７】
シリンダ錠は上記したように構成されているから、図５の右方に示すように内筒１６を時
計方向に回して解錠操作を行い、あるいは図５の左方に示すように内筒１６を反時計方向
に回して施錠操作を行う場合には、第一永久磁石１８，１８が第一リードスイッチ１７か
ら離間するから、第一リードスイッチ１７は開く。
【００４８】
しかして、請求項１に記載の発明の一実施例による外出確認信号発生装置を次のように構
成する。
【００４９】
即ち、図６に示すように、第一リードスイッチ１７の出力をインバータ１９を介して取り
出し、これを錠前操作信号ＣＯとして後述する判別器２０に供給する。
【００５０】
上記第一リードスイッチ１７、第一永久磁石１８及び第一インバータ１８を第一信号発生
器２１と総称することにする。この第一信号発生器２１は、以上述べた構成及び図５から
明らかなように、施錠操作及び解錠操作時に錠前操作信号ＣＯを出力する。
【００５１】
なお、この第一信号発生器２１において、第一リードスイッチ１７が永久磁石が近接した
とき開成されるタイプのものであるときには、インバータ１９は必要ではないことはいう
までもない。
【００５２】
一方、扉の内面にシリンダ錠と同軸に装着されるサムターン２３を例えば図７乃至図９に
示すように構成する。
【００５３】
即ち、これらの図において符号２４は扉内面側に固着されるサムターン筒を示し、このサ
ムターン筒２４にはつまみ２５を形成したサムターン軸２６が回動自在に支承されている
。
【００５４】
上記サムターン筒２４の外面には平面部２４ａ（図７及び図８参照）が形成されており、
この平面部２４ａに第二リードスイッチ２７がねじ止めされている。
【００５５】
一方、図９に示すように、上記サムターン軸２６の外側に嵌合した筒状のマグネットホル
ダ２８には一対の第二永久磁石２９，２９が埋設されている。なお、上記マグネットホル
ダ２８はロールピン３０によりサムターン軸２６に結合されている。
【００５６】
上記第二永久磁石２９，２９は、図９及び図１０に示すように、サムターン軸２６が解錠
角度位置にあるとき第二リードスイッチ２７に近接してこれを駆動できるような位置関係
でサムターン軸２６に装着されているものとする。
【００５７】
なお、図示の実施例における第二リードスイッチ２７は、第二永久磁石２９が近接したと
き閉成されるが、これとは反対に、永久磁石が離間したとき閉成されるものを採用するこ
とができる。
【００５８】
従って、図１１に示すようにサムターン軸２６が施錠方向に回動すると、第二永久磁石２
９が第二リードスイッチ２７から離間して第二リードスイッチ２７が開く。
【００５９】
そこで、図６に示すように、第二リードスイッチ２７の出力をサムターン解錠信号ＴＵと
して取り出し、これを判別器２０に供給する。
【００６０】
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又、第二リードスイッチ２７の出力をインバータ１９を介して取り出し、これを判別器２
０にサムターン施錠信号ＴＬとして供給する。
【００６１】
上記第二リードスイッチ２７、第二永久磁石２９及びインバータ１９の組を第二信号発生
器２２と総称することにする。この第二信号発生器２２は、サムターン２３を解錠角度位
置に置いたときサムターン解錠信号ＴＵを出力し、サムターン２３を施錠角度位置に置い
たときサムターン施錠信号ＴＬを出力する。
【００６２】
次に、上記判別器２０を例えば図６に示すように構成する。即ち、前記錠前操作信号ＣＯ
を第一及び第二アンドゲート３１，３２のそれぞれ一方の入力端子に供給し、第一アンド
ゲート３１の他方の入力端子にはサムターン解錠信号ＴＵを、第二アンドゲート３２の他
方の入力端子にはサムターン施錠信号ＴＬをそれぞれ供給する。
【００６３】
又、第一アンドゲート３１の出力をセットリセット形のフリップフロップ３３のセット入
力端子に供給し、得られた肯定出力を在室信号ＩＮとしてこれを保持する。
【００６４】
更に又、第二アンドゲート３２の出力をフリップフロップ３３のリセット入力端子に供給
し、得られた否定出力を外出確認信号ＯＴとしてこれを保持する。これら在室信号ＩＮ及
び外出確認信号ＯＴは図示しないコントローラに供給され、各室の状態を示すデータとし
て使用される。
【００６５】
請求項１に記載された発明による外出確認信号発生装置は、上記した本発明者が先に提案
したものの構成に加え、図６に示すように、外出確認信号ＯＴを、施錠信号ＬＳとして、
図示しない増幅器を介して電気錠の電磁アクチュエータとしての双安定ラッチングソレノ
イド１１（図１参照）に供給する。
【００６６】
その為、図１の電気錠の機械的な構成から明らかなように、合鍵によりデッドカム８を施
錠方向に中途半端に回し、また反対方向に回し戻して合鍵を引き抜いても、換言すれば合
鍵による施錠操作を中途で終わらせても、残りの施錠操作を双安定ラッチングソレノイド
１１が行い、機械的な施錠操作を補完する。
【００６７】
したがって、合鍵による施錠操作を完全に行わなくても、外出確認信号ＯＴが発生すれば
必ず電気錠が施錠され、外出確認信号ＯＴの発生と電気錠の施錠が１対１に対応すること
になる。
【００６８】
更に、請求項２に記載の発明による外出確認信号発生装置においては、図１２に示すよう
に、図６に示す請求項１に記載の発明による外出確認信号発生装置の構成に加え、在室信
号ＩＮを、解錠信号ＵＬＳとして、図示しない増幅器を介して電気錠の電磁アクチュエー
タとしての双安定ラッチングソレノイド１１（図１参照）に供給する。
【００６９】
上記のように構成された請求項２に記載の発明によれば、外出から帰って合鍵によりデッ
ドカム８を解錠方向に中途半端に回し、また反対方向に回し戻して合鍵を引き抜いても、
換言すれば合鍵による解錠操作を中途で終わらせても、残りの解錠操作を双安定ラッチン
グソレノイド１１が行い、機械的な解錠操作を補完する。
【００７０】
したがって、合鍵による解錠操作を完全に行わなくても、在室信号ＩＮが発生すれば必ず
電気錠が解錠され、在室信号ＩＮの発生と電気錠の解錠が１対１に対応することになる。
【００７１】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、請求項１に記載の発明は、合鍵による施錠操作時に発生
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する外出確認信号を、電気錠の電磁アクチュエータにも供給するようにしたので、合鍵に
よる施錠操作を中途で終わらせても、電磁アクチュエータがその施錠操作の補完をし、施
錠を完全に行うので、電気錠の錠前としての安全性を向上させることができる。
【００７２】
また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明の構成に加えて、在室信号発生時
、これを解錠信号として電気錠の電磁アクチュエータに供給するようにしたので、電気錠
の錠前としての安全性を向上させることができるのは勿論のこと、外出から帰っての解錠
時、合鍵を解錠方向に回して在室信号が発生すれば自動的に電気錠の電磁アクチュエータ
が作動して解錠が行われるので、使い勝手が向上する、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明による外出確認信号発生装置を有する電気錠の機構の一例を示す一部断
面側面図。
【図２】第一信号発生器を組込んだシリンダ錠の一部断面正面図。
【図３】第一信号発生器を組込んだシリンダ錠の一部断面側面図。
【図４】第一信号発生器を組込んだシリンダ錠の縦断面図。
【図５】第一信号発生器の作用を説明するための線図。
【図６】請求項１に記載の発明の一実施例による外出確認信号発生装置の構成を示すブロ
ック図。
【図７】第二信号発生器を組込んだサムターンの一部断面正面図。
【図８】第二信号発生器を組込んだサムターンの一部断面側面図。
【図９】第二信号発生器を組込んだサムターンの縦断面図。
【図１０】第二信号発生器の作用をするための線図で、サムターン解錠時を示す。
【図１１】第二信号発生器の作用をするための線図で、サムターン施錠時を示す。
【図１２】請求項２に記載の発明の一実施例による外出確認信号発生装置の構成を示すブ
ロック図。
【符号の説明】
１　錠箱
１４　シリンダ錠
１７　第一リードスイッチ
１８　第一永久磁石
２０　判別器
２１　第一信号発生器
２２　第二信号発生器
２３　サムターン
２７　第二リードスイッチ
２９　第二永久磁石
Ｃ０　錠前操作信号
ＩＮ　　在室信号
ＬＳ　施錠信号
ＯＴ　外出確認信号
ＴＬ　サムターン施錠信号
ＴＵ　サムターン解錠信号
ＵＬＳ　解錠信号
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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